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  時間内組合活動 

   ７月実施を提案  

 

５月３０日、一組当局より一組総支部に対し

て時間内組合活動の見直し提案がありました。

既に東京清掃本部と妥結し、統一交渉事項につ

いては６月１日から実施される内容と基本的に

は同じ内容となっています。 

それ以外の今回の一組の提案内容は次のとお

りです。 

○ 実施時期  ７月 １日 

○ 回答期限  ６月１３日 

○ 組合職免の勤勉手当への影響  

   ４時間を超える場合１／２日除算 

   ４時間以下    １／３日除算 

 

交渉はこれまでどおり、有給の職免が取れま

す。しかし、その交渉の回答をするために必要

な機関会議は時間内に行えば賃金カットをする

というのは組合活動を経済的に締め付け、弱体

化を狙う組合弾圧です。労使対等の立場を放棄

した組合攻撃だと言わざるをえません。 

 

    総支部大会で対応策 

組合活動をめぐる他の自治体での動向も無視

できませんので、今回の提案への対応策も準備

する必要があります。一組総支部としては時間

内組合活動のあり方が変わった場合の組合活動

のあり方を考え、具体的な対策を立てるために

臨時大会を６月２９日に開催する予定で準備に

はいっています。 

支部としても支部大会、支部委員会、支部執

行委員会の持ち方、また交渉にやり方について

再検討が迫られます。 

 

 支部委員 決まりました 

 

４月の定期異動により支部委員が２名欠員に

なっていましたが、次のとおり決まり、６月か

らこの顔ぶれで支部委員会を開催します。 
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 人権推進委員会から 

差別実態調査にご協力を！ 

 

東京清掃全体で２００７年清掃職業差別実態

調査を行いますので、全組合員のご協力をお願

いします。（裏面参照） 

私たちの清掃の職場では１９９５年に千歳事

業所で差別メモ事件、２００２年には中野事務

所で差別落書き事件と部落差別が相次いで起き

ました。その部落差別の取り組みを通じて、自

らに掛けられている職業差別である清掃差別に

ついても考え、取り組んできました。組合員一

人ひとりが差別に対する認識を深め、差別につ

いて職場で仲間と話し合える関係を作るために、

三年前に清掃差別意識実態調査を行いました。

今回２回目の取り組みになります。簡単なアン

ケートですので、記入の上、部の執行委員、支

部委員に６月６日までに渡してください。 

 

 夏季休暇  昨年どおりで決定 

５月３０日に一組総支部は一組当局に対して

夏季休暇の改善要求を提出しました。 

昨年１６日勤務の再雇用職員の夏季休暇から

一日増え、４日となりましたが、今年は全体の

日数増を要求しました。 

結果としては以下のように昨年どおりで決ま

りました。 

 

○ 日数   

一般職員フルタイム再任用 ５日 

短時間再任用       ４日 

再雇用１６日       ４日 

再雇用１３日       ３日 

  ○ 承認期間  ７／１～９／３０ 

  ○ 半日単位は２回が限度  


